
 
 

 

令 和 ５ 年 ３ 月 ２ 日 
 総 務 部 経 理 課 

 
契約制度の改正について 

 

江東区契約にかかる不正行為等防止検討委員会において決定した「契約にかかる不

正行為等防止策」を受け、本区の契約制度を１～３のとおり改正することとした。 

 

１ 業務委託契約における入札方式の見直し 

(1) 目的 

区が発注する業務委託契約の一部に希望型指名競争入札（※）を導入し、入札の

透明性、競争性及び公平性を確保するとともに、利害関係者等から区への不当な

働きかけを防止する。 

※ 業務の概要や対象ランク等の条件を示して入札参加を希望する業者を公募し、原則とし

て申込者の中から入札参加者を指名する方式 

(2) 概要 

① 対象 

・建物清掃、施設管理業務の委託契約 

    （電子調達サービスにおける営業種目「１０３」を対象とするもの） 

・道路・公園清掃、庭園・緑地管理の委託契約 

（電子調達サービスにおける営業種目「１１０」を対象とするもの） 

② 公募案件の公表 

   東京電子自治体共同運営の電子調達サービス及び区ホームページに掲載 

③ 公募要件及び指名業者の決定方法 

   指名業者選定委員会を開催して決定 

④ 予定価格の公表 

   ①のうち予定価格が 3,000 万円以上の案件については、入札前に予定価格を

公表 

(3) 実施時期 

  令和５年度準備契約から 

  （スケジュール） 

   １月２４日   公募案件公表 

   １月３１日   公募締切 

   ２月９日    指名業者選定委員会（指名業者の決定） 

   ２月中旬～下旬 指名通知 

   ２月下旬～   落札業者決定 

   ４月      契約締結 
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２ 委託を含む物品契約にかかる指名基準の策定 

(1) 目的 

これまで経理課の内規や引継ぎ事項としてのみ存在していた指名業者数や指名

を行う際の判断事項を「物品買入れ等指名競争入札参加者指名基準」（以下、「基

準」という。）として明文化し、公表することで、指名競争入札の厳正かつ公正な

執行を図る。 

(2) 概要 

① 基準に定める内容 ※ 全文は４～６ページのとおり 

 ・指名の判断事項 

  （経営及び信用の状況、区における指名実績及び受注の状況 など） 

 ・指名の優先 

  （区内本支店、中小企業者、前回の契約受注者 など） 

 ・指名の制限 

  （指名停止等の措置を受けている者、履行状況不良 など） 

 ・指名業者数 

  （予定価格に応じて増減） 

② 運用基準の整備 

  基準の運用について必要な事項を定めた「物品買入れ等指名競争入札参加者

指名基準の運用基準」を別途整備し、公表 

③ 公表の方法 

 ・区ホームページに掲載 

 ・区役所２階情報公開コーナー、経理課窓口に配架 

(3) 実施時期 

  令和５年１月１８日策定（基準） 

 

３ 入札監視委員会の設置 

(1) 目的 

区が発注する契約の入札・契約の過程や内容について、第三者が点検を行うこ

とで透明性や公正性を確保するとともに、不当な圧力や不正行為を排除し、入札

及び契約事務の公正な執行を図る。 

(2) 概要 

① 委員 

 学識経験または専門知識を有する者 ３名 

② 審議対象 

 区が発注する契約（工事請負契約、物品購入等その他の契約） 
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③ 審議内容 

 ・入札及び契約手続きの運用状況についての報告を受けること 

・委員会が指定した契約に関し、競争入札にかかる資格や指名の理由、経緯 

について審議を行い、区に対し意見の具申を行うこと 

・その他入札及び契約手続きにおける透明性や公正性を確保するために必要

な事項について審議を行い、区に対し意見の具申を行うこと 

④ 開催頻度 

 年２回程度 

(3) 実施時期 

  令和５年度から 
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江東区物品買入れ等指名競争入札参加者指名基準 

令和５年１月１８日 

４江総経第２６２６号 

（目的） 

第１条 この基準は、江東区（以下「区」という。）が発注する物品の買入れそ

の他の契約（土木工事、建築工事及び設備工事に係る請負契約並びに工事の

設計、調査及び測量に係る委託契約を除く。以下単に「契約」という。）に係

る指名競争入札に参加させようとする者（以下「入札参加者」という。）の指

名について必要な事項を定め、指名競争入札の厳正かつ公正な執行を図るこ

とを目的とする。 

（指名の判断事項） 

第２条 契約担当者（江東区契約事務規則（昭和３９年３月江東区規則第１１

号）第２条第５号に規定する契約担当者をいう。以下同じ。）は、入札参加者

の指名に当たっては、区が発注しようとする契約（以下「発注契約」という。）

の種類及び予定価格に応じ、別に定める運用基準に基づき、次に掲げる事項

を総合的に考慮の上、適格性を判断するものとする。 

 (1) 経営及び信用の状況 

(2) 不誠実な行為の有無 

(3) 区における指名実績及び受注の状況 

(4) 区における既に発注した契約の履行状況 

(5) 他の官公庁等における契約実績 

 (6) 発注契約における地理的条件（営業所の所在地等） 

 (7) 発注契約の内容に適した専業性及び技術的適性 

 (8) 前各号に掲げるもののほか、入札参加者の指名に当たり考慮すべき事情 

（指名方法） 

第３条 契約担当者は、発注契約の種類及び予定価格に応じ、指名業者登録名

簿（江東区契約事務規則第３５条に規定する指名業者登録名簿をいう。以下

同じ。）に登載された者のうちから、前条の規定により適格性を有すると判断

された者を入札参加者として指名するものとする。 

２ 契約担当者は、前項の規定により入札参加者を指名する場合は、次の各号
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のいずれかに該当する者を他の者に優先して指名することができる。 

(1) 区内に本店（個人にあっては主たる事業所をいう。以下同じ。）を置き営

業する者又は区内の支店等を代理人所在地として指名業者登録名簿に登録

している者 

(2) 中小企業基本法（昭和３８年法律第１５４号）第２条第 1項に規定する

中小企業者 

(3) 発注契約が前回の契約と関連する場合にあっては、前回の契約を受注し

た者（前回の契約の履行状況が良好でない者を除く。） 

(4) 発注契約と同種及び同規模の履行実績を有する者 

(5) 発注契約と同種の業務を専業とする者 

３ 前項第１号に該当する者においては、原則として第１順位を区内に本店を

置き営業する者とし、第２順位を区内の支店等を代理人所在地として登録し

ている者とする。 

（指名の制限） 

第４条 契約担当者は、次の各号のいずれかに該当する者を指名することがで

きない。 

(1) 江東区競争入札参加有資格者指名停止措置要綱（平成２８年３月３１日

２７江総経第３２８１号）に基づく指名停止等の措置を受けている者 

(2) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７

号）第２条第２号に規定する暴力団又はその構成員の統制下にある者 

(3) 引き続き１年以上その営業を営んでいない者 

 (4) 経営状況が著しく不健全である者 

 (5) 発注契約の履行に当たって、法令上必要とされる官公署等の許可又は認

可を受けていない者 

(6) 契約書に基づく契約の履行状況が良好でないと認められる者 

(7) 発注契約の履行に当たって、必要とする特殊な技術又は設備を有しない

者 

(8) 区を相手方として発注契約と同種の契約を締結している者で、その履行

が完了していないために、当該発注契約が不履行となるおそれがあると認

められる者 
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(9) 同一の発注契約において、事業協同組合を指名した場合の当該事業協同

組合の組合員 

(10) 前各号に掲げる者のほか、第２条各号に規定する事項を確認した結果、

指名することが不適切と認められる者 

（指名業者数） 

第５条 指名業者数は、別表のとおりとする。ただし、契約担当者が発注契約

の性質又は目的等を勘案し、これにより難いと認めるときは、指名業者数を

変更することができる。 

（指名の特例） 

第６条 契約担当者は、仕様が特殊である等特別な事情がある発注契約に係る

指名については、この基準の規定を適用しないことができる。 

別表（第５条関係） 

予定価格 指名業者数 

２，０００万円以上 １０者以上 

１，０００万円以上２，０００万円未満  ８者以上 

７００万円以上１，０００万円未満  ７者以上 

４００万円以上７００万円未満  ６者以上 

１３０万円以上４００万円未満  ５者以上 

１３０万円未満 ４者以上 
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